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遅
い
梅
雨
明
け
と
と
も
に
猛
暑
と
な
っ
た

夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
暑
さ
の
中
に
も
少

し
ず
つ
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

季
節
が
秋
に
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
で
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
が
収
ま
る
こ
と
な
く
未
だ
に
収
束
が

見
え
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
９
月
に

開
催
を
予
定
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
双
葉
町
敬
老
会
、
10
月
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
令
和
２
年
度
町
政
懇
談
会
、
ふ
た
ば

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
を
町

民
の
皆
さ
ま
の
感
染
リ
ス
ク
を
鑑
み
、
健
康

と
安
全
確
保
の
た
め
止
む
無
く
中
止
と
判
断

い
た
し
ま
し
た
。
各
種
行
事
は
、
県
内
外
で

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
が

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
旧
交
を
温
め
な
が
ら
交

流
す
る
場
で
あ
り
、
町
政
懇
談
会
は
町
政
に

対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
く
お

聴
き
す
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
今
年
度
は
開
催
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
開
催

で
き
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
い
収
束
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
８
月
７
日
に

は
復
興
庁
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
与
党

で
あ
る
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加

速
化
本
部
、
公
明
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加

速
化
本
部
へ
の
要
望
活
動
を
大
熊
町
と
合
同

で
行
い
ま
し
た
。
各
大
臣
に
は
中
間
貯
蔵
施

設
を
受
け
入
れ
た
大
熊
町
、
双
葉
町
の
復
興

に
向
け
て
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。（
詳
し
い
要
望
内
容
に
つ
い
て

は
、
本
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
掲
載
し
て
あ
る
と

お
り
で
す
。）

　

９
月
20
日
に
は
中
野
地
区
に
県
が
整
備
を

進
め
て
い
た
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館
」
が
開
館
い
た
し
ま
す
。
県
が
収

集
し
た
資
料
の
展
示
や
「
語
り
部
」
に
よ
る
講

話
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
映
像
放
映
な
ど

を
通
じ
、
未
曽
有
の
複
合
災
害
の
記
録
と
教

訓
を
国
や
世
代
を
超
え
て
継
承
、
発
信
す
る

こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
伝
承
館
に
隣
接
し
て「
双

葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
」（
Ｆ

－

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
中
野
地
区
復
興

産
業
拠
点
の
中
核
施
設
と
し
て
、
貸
事
務
所

に
10
社
の
企
業
が
入
居
す
る
ほ
か
、
貸
会
議

室
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
商

業
機
能
を
備
え
て
お
り
、
一
時
立
入
り
さ
れ

る
町
民
の
皆
さ
ま
や
周
辺
施
設
へ
の
来
訪
者
、

そ
し
て
中
野
地
区
で
の
就
業
者
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
賑
わ
い
を
生
み
出
す
施
設
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。復
興
の
ス
タ
ー

ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
便
利
な
施
設
と
な

れ
る
よ
う
、
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
り
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す

い
時
期
な
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
対
策
と
併
せ
て
健
康
管
理
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　８月７日、伊澤史朗町長は岩本久人町議
会副議長とともに復興庁の田中和德復興大
臣をはじめとする関係省庁等に対し、大熊
町と合同で要望活動を行いました。
　主な要望項目は左記のとおりです。

▲  要望内容（全文）はこちらからご覧いただけます。
　 （スマートフォン・タブレット用ＱＲコード）

大熊町と合同で国へ要望活動を行いました

・ 中間貯蔵施設を受け入れた２町における、世界の関心を集
める新たなまちづくり、住民帰還促進と新規居住者確保の
ための施策実施に関する重点的・戦略的なサポート

・復興・創生期間（第二期）における十分な財源の確保

・ 帰還困難区域を含めた町内全域で帰還が可能となる生活環
境の確保に係る、国としての見通しや取組の提示

・ 中間貯蔵施設における除去土壌等の県外最終処分の確実な
実施

・ 長期避難継続の現状を踏まえた適切な生活再建支援策の実施

・ ＡＬＰＳ処理水の取扱いについて、国としての責任を持っ
た方針決定

・住宅用地に関する固定資産税の特例措置の延長 要望実施先
復興庁、経済産業省、環境省、
自民党東日本大震災復興加速化本部、
公明党東日本大震災復興加速化本部

主な要望項目
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　復興庁、福島県と共同で実施しております「住民意向調査」につきまして、９
月２日（水）を期限として回答のご協力をお願いしておりますが、未だご回答が
お済みでない方は回答可能な範囲で構いませんので、調査へのご協力をお願い
いたします。
　お寄せいただきましたご意見・ご回答の結果は、避難先での生活、国や県、町
における令和４年春頃を目標としている帰還に向けた施策立案などに生かしてま
いりたいと考えておりますので、多くの皆さまのご協力をお願いいたします。

“ 町民一人一人の復興 ”と “ 町の復興 ” を進めるための大切な調査です
ご協力をお願いします

令和２年度令和２年度　双葉町住民意向調査に双葉町住民意向調査に

【問い合わせ先】　復興推進課　復興推進係　☎０２４６－８４－５２０３

対象者 調査方法全世帯の代表者 専用の封筒で
　調査票を送付しています

令和２年度　双葉町住民意向調査に

分散避難されている場合は、それぞれの避
難先へ調査票を送付していますので、送付
された代表者ごとに回答をお願いします。

記入後、同封の返信用封筒へ調査票を封
入し、郵便ポストへ投かんしてください。
（切手は不要です）

　

７
月
19
日
、
小
泉
進
次
郎
環

境
大
臣
が
双
葉
町
内
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
で
、
い
わ
き
・

ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
が
設
置
し
た

七
夕
飾
り
を
見
学
さ
れ
、
双
葉

駅
周
辺
の
復
興
状
況
を
視
察
、

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
で
は

10
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
双
葉

町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
伊
澤
史
朗
町
長
と

と
も
に
大
熊
町
役
場
で
開
催
さ

れ
た
環
境
省
主
催
の
「
大
熊
・

双
葉
環
境
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
第
一
回
目
に
出
席

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
合
は
大
熊
・
双
葉
両

町
の
復
興
に
向
け
、
環
境
や
持

続
可
能
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
地

域
の
将
来
像
を
、
若
者
や
企
業

な
ど
に
幅
広
く
話
し
合
っ
て
も

ら
う
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

今
回
の
視
察
や
会
合
を
終
え
、

伊
澤
町
長
は
「
帰
還
を
希
望
す

る
方
や
移
住
者
が
新
た
な
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

環境大臣が双葉町内を視察 ～ 双葉の将来像を議論 ～

▲ 「大熊・双葉環境まちづくりミーティング」

▲ 双葉町産業交流センターを視察

3 広報ふたば 令和２年９月



行　事・イベント 開催予定日 問い合わせ先 備　　考

令和２年度
双葉町敬老会 　９月２４日 健康福祉課

☎０２４６－８４－５２０５
多数の申し込みをいただきまし
たが、中止とさせていただきます。

令和２年度
双葉町町政懇談会

１０月　８日～
１０月３１日

秘書広報課
☎０２４６－８４－５２０２

県内外１１カ所で開催予定でし
たが、中止とさせていただき
ます。各課からの説明事項等
については、今後広報ふたば
等でお知らせします。

令和２年度
第３３回双葉町総合美術展
第７回双葉町民作品展覧会

１０月　８日、
１０月　９日

教育総務課
☎０２４６－８４－５２１０

共催者である双葉町芸術文化
団体連絡協議会と協議の上、
中止を決定いたしました。

ふたばスポーツ
フェスティバル２０２０ １０月１７日 教育総務課

☎０２４６－８４－５２１０

双葉町スポーツ推進委員会や絆
スポレク実行委員会等で協議
し、検討してまいりましたが中
止を決定いたしました。

勿来地区総合文化展 １０月２４日、
１０月２５日

教育総務課
☎０２４６－８４－５２１０

双葉町民も作品を展示予定で
したが、主催者である勿来地
区市民文化祭実行委員会の決
定により中止となりました。

勿来地区総合芸能祭 １１月　８日 教育総務課
☎０２４６－８４－５２１０

双葉町の芸能団体も参加予定
でしたが、主催者である勿来
地区市民文化祭実行委員会の
決定により中止となりました。

　新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、町民皆さまの健康と安全確保を最優先に　新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、町民皆さまの健康と安全確保を最優先に
考え、下記の行事・イベントについては開催を中止させていただくことにしました。考え、下記の行事・イベントについては開催を中止させていただくことにしました。
ご理解をお願いいたします。ご理解をお願いいたします。

行事・イベント中止のお知らせ行事・イベント中止のお知らせ行事・イベント中止のお知らせ行事・イベント中止のお知らせ行事・イベント中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、町民皆さまの健康と安全確保を最優先に
考え、下記の行事・イベントについては開催を中止させていただくことにしました。
ご理解をお願いいたします。
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■ 日程

生活サポート補助金（平成３０年度分）の申請はお済みですか？

（時間はいずれも９：３０～１６：１５　お一人さま４５分程度）

　「生活サポート補助金（中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金）」の申請受付会を次の日程で開
催します。「申請書の書き方がよくわからない」などお困りの方は、お気軽にご来場ください。
　なお、会場の都合上、参加いただける人数に限りがあるため、電話による事前予約が必要と
なりますので、下記コールセンターへお申し込みください。

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、安全確保の観点から、やむを得ず中止とさせていただく
場合がありますので、ご了承願います。

　平成３０年度分の申請受付期間は令和３年３月
３１日までとなっておりますので、申請忘れのな
いようご注意ください。令和３年４月１日以降
は申請を受け付けることができなくなりますので、
お早めに申請していただきますようお願いします。

　生活サポート補助金が未申請となっている方へ
『生活サポート補助金コールセンター☎０１２０－
２８０－７０７』から電話で申請のご案内をさせて
いただく場合や通知を送らせていただく場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

月　日 地　域 会　場

10月　1日（木） 福島市
コラッセふくしま（３階小会議室３０２）
福島県福島市三河南町１番２０号 ☎ 024－525－4089

10月16日（金）つくば市
つくば研究支援センター（１階研修室１）
茨城県つくば市千現２丁目１番６ ☎ 029－858－6000

10月

10月

22日（木）

23日（金）
加須市

騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」（２階研修室）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０ ☎ 0480－73－3101

11月　6日（金） 白河市
白河市産業プラザ人材育成センター（１階研修室）
福島県白河市中田１４０番地 ☎ 0248－22－3512

11月13日（金） 南相馬市
南相馬市民情報交流センター（１階中会議室）
福島県南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１ ☎ 0244－23－7796

11月

11月

20日（金）

21日（土）
郡山市

双葉町役場　郡山支所（１階会議室）
福島県郡山市朝日１丁目２０番地２号 ☎ 024－973－8090

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

双葉町「生活サポート補助金」コールセンター
■ 申し込み先

０１２０－２８０－７０７フリーダイヤル

　申請書の書き方・個別事情に合わせた申請
の仕方などを説明しながら申請のサポートを
します。

■ 内容　申請受付（個別対応）

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

【問い合わせ先】　生活支援課　☎０２４６－８４－５４１９
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　東日本大震災により被害のあった居住用家屋（以下「住家」という）について、住家の損壊
程度について調査したうえで、り災証明書を発行いたします。
　り災証明書を発行するためには、住家を取り壊す前に被害の認定調査が必要です。取り壊し
後では調査ができませんので、り災証明書の発行をご希望の方は、お早めに調査の申し込みを
お願いします。

【申し込み・問い合わせ先】
戸籍税務課 ☎０２４６－８４－５２０４

東日本大震災による建物の被害調査と
り災証明書の発行について

・被災者生活再建支援制度を利用する方。
　  （※被災者生活再建支援制度について
は、次のページをお読みください。）

・住家の所有者、もしくは借家人の方。
　  （所有者の方などがお亡くなりになって
いる場合には相続人の方）

・ 内部及び外観調査は、申込書受付後に日
程を調整し、所有者の方などの立会いの
もと調査いたします。

・町が委託した建築士が調査いたします。

・ 認定結果は、調査後、概ね２カ月以内を
目安に通知いたします。

・ 調査は、内閣府の災害被害認定基準に基
づき、全壊、大規模半壊、半壊、半壊に
至らないを認定し、り災証明書を発行い
たします。

・ 調査は、「内部及び外観調査」と「外観
調査」があります。

・ 申込書に必要事項を記入し、以下のもの
を添付して、いわき事務所または各支所
窓口に提出するか郵送してください。

① り災証明書が必要な方

⑤ 調査日程について

⑥ その他

② 調査申し込みの対象となる方

③ 調査内容

④ 調査の申し込みについて

・ 申込書は、いわき事務所と各支所窓口に
備え付けているほか、町公式ホームペー
ジからもダウンロードできます。（連絡い
ただければ郵送いたします。）

・ 内部及び外観調査は、建物の内部と外
観の損傷状態（屋根、壁の傷み、傾きな
ど）を調査します。所有者の方などの立
会いが必要です。（立会いできない場合
はご相談ください。）

・ 外観調査は、建物の損壊状況を外観から
のみ調査します。（立会いは不要です。）

・保険会社へ保険請求等を提出される方。

・ 環境省による避難指示解除済み区域及び
特定復興再生拠点区域内の住家の解体を
希望する方。

・ アパートや貸家の所有者の方が立会いを
される場合は、必ず入居者の方から立入
許可をもらってください。

・ アパートや貸家の入居者の方が立会いを
される場合は、必ず所有者の方や不動産管
理会社から立入許可をもらってください。

・ 令和２年度は１２月までの週２回（火・金
曜日）、１日５～６世帯で調査を行います。

・日程調整後、調査日を連絡いたします。

　① 申込者が確認できる身分証の写し（運
転免許証など）

　② 借家人が申し込む場合は、貸借契約書
の写し及び所有者の同意書
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【申し込み・問い合わせ先】 生活支援課 ☎０２４６－８４－５４１９

被災者生活再建支援金の申請を受付しております

　東日本大震災で生じた自然災害により、居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害の
あった方へ生活再建のための支援金が支給されます。支援金の支給対象世帯は次のとおりです。

住宅の被害程度 全　壊 半壊解体 大規模半壊

支給金額
複数世帯 １００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 ７５万円 ７５万円 ３７.５万円

　２. 住宅が自然災害により「半壊し、やむを得ず解体を行った（半壊解体）」世帯。

２. 加算支援金：令和３年４月１０日まで

　１. 住宅が自然災害により「全壊」または「大規模半壊」した世帯。

１. 基礎支援金：令和３年４月１０日まで

制度内容１

　支給額は、次の基礎支援金と加算支援金の合算額となります。
　（複数世帯：被災時の世帯人数が２人以上　単数世帯：被災時の世帯人数が１人）

※ 大規模半壊で支援金が支給された世帯も、やむを
得ず解体した場合は、半壊解体と同じ扱いになり、
差額分を申請することができます。

支援金の支給額２

申請期限４

支援金の申請に必要な書類３

基礎支援金（住宅の被害程度に応じて支給する支援金）

住宅の再建方法 建設・購入 補　修 賃　借

支給金額
複数世帯 ２００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 １５０万円 ７５万円 ３７.５万円

※ 賃借は、公営住宅、仮設住宅、借上げ住宅を除き
ます。

加算支援金（住宅の再建方法に応じて支給する支援金）

① 被災者生活再建支援金支給申請書
② 住民票原本（世帯全員分、続柄・本籍地が記載されているもの）
③ 振込先預金通帳の写し（金融機関名、支店名、口座番号、名義人（フリガナ）記載部分）
④ り災証明書原本　※戸籍税務課の家屋被害認定調査を受ける必要があります。
⑤ 解体証明書　※ 「半壊解体」または「大規模半壊でやむを得ず解体」により申請する場

合に必要です。

基
礎
支
援
金

⑥ 住宅建設・購入（または補修）に関する契約書の写し（住宅の所在地、工期（引渡日）、
　 金額、契約日、注文者と受注者（販売者）の署名押印が記載されている箇所）
※⑥は加算支援金を申請する場合に添付してください。

加
算
支
援
金

※ 環境省の解体リストで家屋解体の確認後、申請対象となる方には、生活支援課より「解
体証明交付申請書」をお送りします。

※半壊解体は、住宅の解体完了後に申請ができます。
※ 半壊解体および大規模半壊でやむを得ず解体によ
る差額申請の場合でも、公共事業予定地について
は対象外となります。

※ 住宅を賃借して支援金を受給したのち、住宅を建
設・購入（または補修）する場合は、受給済額と
の差額分を申請することができます。
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　除染後の農地を保全し、営農再開につなげる農
地保全管理組合の今年度の取り組みが進められて
います。
　両竹、上羽鳥、下羽鳥・長塚地区では草刈り機
を使った除草や、障害物を巻き込まないための目
印付け、トラクターでの除草・耕起などの作業が
行われています。
　今後、両竹、上羽鳥、下羽鳥・長塚地区では、
野菜の試験栽培を実施するなど、営農再開に向け
た取り組みが進められます。

双葉町農地保全管理組合の取り組みについて双葉町農地保全管理組合の取り組みについて

無人ヘリコプターを使った農薬の散布

草刈り機やトラクターでの除草作業 トラクターの運転操作講習・耕起

双葉町農地保全管理組合の取り組みについて
両竹地区農地保全管理組合

下羽鳥・長塚地区農地保全管理組合 上羽鳥地区農地保全管理実行組合【令和２年４月設立】 【令和２年４月設立】

第６回  双葉町放射線量等検証委員会を開催しました第６回  双葉町放射線量等検証委員会を開催しました
　７月２２日、第６回双葉町放射線量等検
証委員会を開催し、委員が双葉町内を視察
しました。委員が１人増員となり、現在は
６人です。　
　特定復興再生拠点区域内の下長塚地区で
は農地除染現場を視察し、今年３月に避難
指示が解除された中野地区では双葉町産業
交流センター周辺を中心に視察しました。

▲双葉町産業交流センター周辺を視察

▲農地除染現場を視察

▲双葉町コミュニティーセンターにて委員会を実施

第６回  双葉町放射線量等検証委員会を開催しました第６回  双葉町放射線量等検証委員会を開催しました第６回  双葉町放射線量等検証委員会を開催しました
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福島県からのお知らせ 福島県復興祈念公園について
　福島県と国土交通省東北地方整備局が進めている「福島県復興祈念公園」について、具体的
な施設の配置計画を公表しました。
　場所は、双葉・浪江両町にまたがるエリアで沿岸部に位置します。
　また、本年の秋には東日本大震災・原子力災害伝承館に隣接する公園の一部区域が利用可能
となります。

【問い合わせ先】

詳しくは福島県まちづくり推進課のホームページをご覧下さい。
http:/ /www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41055b/memorial-park-sisetsuhaichikeikaku.htm

福島県まちづくり推進課 ☎０２４－５２１－７５１０

　７月１７日正午、国道６号と県道広
野小高線を結ぶ県道長塚請戸浪江線が
開通しました。国道６号から常磐双葉
ＩＣを結ぶ県道井手長塚線と併せて、
常磐双葉ＩＣから中野地区復興産業拠
点までを一本でつなぐ基幹道路となり
ます。常磐双葉ＩＣからＪＲ双葉駅周
辺を通り、本年１０月にオープン予定
の双葉町産業交流センターや、県が整
備する９月２０日に開館予定の東日本
大震災・原子力災害伝承館、復興祈念
公園等へのアクセスが容易となり、町
の賑わいの創出が期待されます。

復興シンボル軸が一部開通しました復興シンボル軸が一部開通しました
～ 国道６号 ― 中野地区復興産業拠点間 ～

至  中野地区復興産業拠点

県道
井手長塚線

国道６
号

至 浪江
町

至 大熊
町

復興シンボル軸が一部開通しました復興シンボル軸が一部開通しました復興シンボル軸が一部開通しました
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　今年の夏も日本列島は記録的な猛暑が続く中、新型コロナウイルス感染症による感染者の増
加が全国的な広がりを見せ、どのように対応しなければならないのか不安な毎日をお過ごしの
ことと思います。加えて、毎日のように熱中症による被害のニュースも報道され、日々の生活
で落ち着いた安心感が持てずにいるのが現状だと思います。また、全国各所では豪雨による甚
大な被害により、未だ安定した生活が送られていない方々が大勢おります。その地域の学校現
場も多くの困難と向き合い克服しながら、教育活動を進められていることに対し、心より敬意
を表しお見舞いを申し上げます。
　さて、町立学校では、８月２５日（火）より２学期に入り、学校生活のリズムを取り戻しつつ、
学習はもちろん今後計画されている学校行事を、このコロナ禍において、どのような対策を取
りながら実施するか、検討を重ね再計画を立てて準備を進めているところです。各教科の授業
の充実は言うまでもなく、貴重な体験活動を通して「心の成長」が育成されるよう支援してま
いりたいと思います。
　また、スポーツフェスティバル２０２０や町総合美術展など芸術文化団体の行事も中止とい
うことで大変残念に思います。それぞれ実行委員長や会長はじめ、関係者の皆さま方にはご心
配、ご苦労をお掛けいたしました。来年度はぜひ開催できるよう準備等の調整をよろしくお願
いいたします。婦人学級においても、年間計画が実施できない状況も多々あると思いますが、
会員同士の連絡は絶やさず次回の開催に向けて絆を深めていただきたいと思います。

　去る７月１５日（水）、福島市にある復興庁福島復興局において、福島県と双葉地区教育長
会合同による復興庁への要望活動を行いました。本来は、８人の双葉地区の教育長及び鈴木淳
一福島県教育委員会教育長が復興庁にお伺いし、直接、田中復興大臣へ要望を行う予定でした
が、新型コロナウイルス感染症の影響によりリモート会議の方法で行うこととなり、復興庁の
田中和德大臣、菅家一郎副大臣、横山信一副大臣の３人に対し要望を行いました。限られた時
間ではありましたが、田中復興大臣からは復興・創生期間（第一期）終了後も双葉地区教育
行政・学校教育に向けた支援を堅持しながら復興創生を進めていくという力強いお言葉をい
ただきました。

◇ 要望書手交の様子 ◇ ◇ 要望書の説明と意見交換 ◇

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

【 田中復興大臣への要望活動 】【 田中復興大臣への要望活動 】

夢と希望のある「学び」へ

【 田中復興大臣への要望活動 】

双葉町教育委員会教育長

10令和２年９月広報ふたば



第１４回　市町村対抗福島県軟式野球大会
開会式：新型コロナウイルス感染
　　　　防止の為中止

－  選手名簿（敬称略）－

第１試合
双葉町  対  川俣町

 １．加藤　秀樹（監督）
 ２．伊澤　慶昭（主将）
 ３．里見　淳
 ４．平賀　健太
 ５．落合　晃輝
 ６．小林　義弘
 ７．山本　正太
 ８．谷津田　淳之
 ９．加村　晴也
10．志賀村　哲平

11．高萩　文孝
12．石上　崇
13．木幡　和清
14．加藤　裕樹
15．中川　雅斗
16．板井　克也
17．青田　隆志
18．伊　　雅明
19．井戸川　悠太
20．渡部　卓朗

21．石澤　拓也
22．中川　湧斗
23．門馬　雄介
24．鈴木　景一郎
25．山田　琢磨
26．橋本　斗輝也
27．井戸川　直樹
28．玉根　俊介

皆さんの応援よろしく
お願いします！

会　場： ほばら大泉球場（伊達市）

試合日：９月１９日（土）８：３０～

　双葉町では下記日程で開催されるふくしま駅伝大会出場に向けて、選手を募集して
います。「双葉町として一丸となりたすきをつなぎたい！たすきをつないで双葉町民
の皆さんに元気を届けたい！」そんな皆さんの力を結集させましょう。
　特に中学生・高校生の参加をお待ちしています。

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度の１６区間、９４.８ｋｍから、今年度は郡山ヒロセ
開成山陸上競技場から福島県庁までの９区間、４９.６ｋｍ＋αと区間を短縮して繰り広げられます。

区 距離（km） 性　別 区　分 区　間
１ ４．１+α 女子 　　　 郡山ヒロセ開成山陸上競技場　～　郡山北工業高校内
２ ３．０ 男子 中学 郡山北工業高校内　～　こどものもり公園入口前
３ ９．３ 男子 こどものもり公園入口前　～　本宮市・白岩屋商店前
４ ３．９ 男子 中学 本宮市・白岩屋商店前　～　大玉村・イイジマ前
５ ７．０ 男子 大玉村・イイジマ前　～　二本松市役所内
６ ４．８ 男子 二本松市役所内　～　二本松市安達支所前
７ ５．７ 男子 二本松市安達支所前　～　松陵中学校前
８ ３．４ 女子 中学 松陵中学校前　～　福島大学入口
９ ８．４ 男子 福島大学入口　～　福島県庁前

９区間　４９.６＋αkm

ふくしま駅伝開催日
令和２年

スタート：郡山ヒロセ開成山陸上競技場
ゴ ー ル：福島県庁前

第３２回　ふくしま駅伝コース

１１月１５日（日）

【申し込み・問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０（直通）
メール：kyouiku@town.futaba.fukushima.jp
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調査日程

どんな項目について調査するの？

●９月中旬から調査員が皆さまのお宅を訪
　問し調査書類をお配りします
●９月１４日（月）から１０月７日（水）まで
　インターネットでの回答期間
●１０月１日（木）から１０月７日（水）まで
　紙の調査票での回答期間

●世帯に関する項目
　・住居の種類　　・住宅の建て方　　等

●世帯員一人ひとりに関する項目
　・世帯員の数及び世帯の種類
　 ・氏名及び男女の別　　・国籍
　・出生の年月　　・配偶者の有無　　等

国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や
不審な調査にご注意ください！

※本調査に関するお問い合わせは
　避難先の自治体へお願いいたします

・ 国勢調査では、金銭を要求することはありま
せん。

　 また、銀行口座の暗証番号やクレジットカー
ド番号をお聞きすることもありません。

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象です。住民票の届出に関係なく、現在住んで
いる場所（避難している場所）で調査します。
　調査結果は、さまざまな法令で使用されるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境整備、災害対
策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

・ 国勢調査をよそおった不審な訪問者や、不審
な電話・電子メール・ウェブサイトなどにご
注意ください。

　 不審に思った際には、速やかにお住まい（避
難先）の市区町村に お知らせください。

・ 調査員は、その身分を証明する「調査員証」
を携帯しています。

令和２年令和２年　国勢調査のお知らせ国勢調査のお知らせ令和２年　国勢調査のお知らせ

令和３年　双葉町成人式のお知らせ
令和３年１月３日（日）
受付 ……… １１時３０分 ～　　
記念撮影 … １２時４５分 ～　　
式典 ……… １３時１５分 ～　　

１. 日　時

いわきワシントンホテル　椿山荘
〒９７０－８０２６
福島県いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００（代表）

２. 場　所

平成１２年４月２日
　～平成１３年４月１日生まれの方
（平成２３年３月１１日以降転出者も含む）

３. 対象者

○ 対象の方には、９月中に案内状を送付いたします。

○ 希望される方は、いわきワシントンホテルの美容
室で和服の着付けも可能です。（詳細は案内状と
ともにご連絡いたします）

○ 宿泊を希望する新成人には、宿泊費（限度額あり）
を補助いたします。

○ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては内容
が変更になる可能性があります。また、リモート
成人式も検討していきます。

４. その他

【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課
☎ ０２４６－８４－５２１０

　成人式終了後、同級会を開催します。恩師の
先生方もお呼びする予定です。詳細については
案内状とともにご連絡します。

石井　美有
佐藤　葉月
石川　直人
石橋　健太
落合　晃輝

新田　美波
半谷　愛

● 実行委員長 ……
● 副実行委員長 …
● 実行委員 ………

８月８日にいわき事務所において８月８日にいわき事務所において
成人式実行委員会を開催しました成人式実行委員会を開催しました
８月８日にいわき事務所において
成人式実行委員会を開催しました
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　令和２年 9 月より、郡山支所で毎月１回、皆さんの健康状態の保持・増進を目的とした

健康相談会を開催予定です。参加希望の方は下記まで、事前申し込みください。

双葉町郡山支所双葉町郡山支所 ～健康相談会開催のお知らせ～～健康相談会開催のお知らせ～

日　　付 利用時間

① 令和２年　9月 17日（木） 10：00 ～
11：30

② 令和２年 10月 15日（木） 10：00 ～
11：30

③ 令和２年 11月 19日（木） 10：00 ～
11：30

④ 令和２年 12月 17日（木） 10：00 ～
11：30

日　　付 利用時間

⑤ 令和３年　1月 21日（木） 10：00 ～
11：30

⑥ 令和３年　2月 25日（木） 10：00 ～
11：30

⑦ 令和３年　3月 11日（木） 10：00 ～
11：30

【申し込み・問い合わせ先】 健康福祉課 ☎０２４６－８４－５２０５

詳細については、下記まで
お問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、日程等が変更になる可能性があります。

双葉町郡山支所双葉町郡山支所 ～健康相談会開催のお知らせ～～健康相談会開催のお知らせ～双葉町郡山支所 ～健康相談会開催のお知らせ～

令和２年度　健康相談会（郡山支所）

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

　双葉町では、９月から総合健診が始まります。また、普段の健康増進に役立ててもらえる

ように令和２年度も「ふたば健興プロジェクト」をご用意しました。詳細は、広報ふたば

６月号同封の記入台紙、または町公式ホームページをご覧ください。ぜひ、活用ください。

９月は健康増進普及月間です
　生活習慣病の特性を理解し運動・食事・禁煙などを通して、私たち一人ひとりが生活習慣の見

直しの必要性について考え、理解を深め、さらにその健康づくりの実践を促進するため、毎年９

月１日～３０日までを「健康増進普及月間」としています。

　「フレイル」とは、加齢に伴って心と体の働きが弱くなってきた状態をいい、要介護状態に
なる前段階と位置付けられています。またフレイルは、健康な状態に戻ることができる状態で
もあります。早めに気づき、適切な取り組みを行うことで「健康長寿」を目指しましょう。

なぜ、フレイル対策が必要かなぜ、フレイル対策が必要か

元気で長生きするために「フレイル予防」が大切です元気で長生きするために「フレイル予防」が大切です

【問い合わせ先】 健康福祉課 ☎０２４６－８４－５２０５
参考：令和元年度食事摂取基準を活用した高齢者のフレイル予防事業　厚労省 HP、フレイル予防　東京医師会ＨＰ

　フレイルの原因には、身体の虚弱（低栄養、筋力低下）、こころの虚弱（うつ、認知症の有無）、社
会性の虚弱（孤独、閉じこもり）があります。それぞれの要素が影響しあってフレイルが進行します。

　フレイルの最初の入り口は、人とのつながりが低下するなどの社会参加が減少することです。家族
やお友達との時間をつくったり、地域の活動に参加するなど自分に合った方法で取り組みましょう。

フレイルの要素

フレイルの予防には、運動、食事、社会参加が大切です

なぜ、フレイル対策が必要か

元気で長生きするために「フレイル予防」が大切です元気で長生きするために「フレイル予防」が大切です元気で長生きするために「フレイル予防」が大切です

る

ば

に
で
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災害への備えはできていますか？

　自然災害からの被害を最小にするためには、「自助・共助・公助」という 3 つの要素が最
大限に機能することが重要になってきます。
　「自助」とは、防災の基本といわれているもので、私たち一人ひとりが自分自身で自分や
家族、財産を守ることです。例えば、家具の固定や、食料や飲料水等の備蓄品を準備する、
避難所の位置を確認するなどがこれにあたります。避難所まで歩いて行くための体力を日頃
からつけておくことも大切です。体力維持には食べること、よく寝ることも重要になってき
ます。
　「共助」とは、災害時に、まず自分自身や家族の安全を確保した後に、近所や地域の方々
と助け合うということです。自主防災組織への加入や地域の防災訓練に参加するなど、日頃
から地域での助け合いに備えることで、災害時に円滑な助け合いができます。
　「公助」とは、役場や消防・警察などによる公的な支援のことです。
　東日本大震災のような大規模災害では、効果的な支援の展開には、発災後１週間程度か
かると考えておく必要がありますので、「自助」「共助」の備えを万全にしておくことが大切
です。

① 備えが十分か確認しよう

② 避難できるか確認しよう

　・非常用持出品（避難時に持ち出す備え）は準備できていますか？
　・備蓄品は（支援が届くまでの生活に必要な備え）家族の人数分、用意できていますか？

　・どこに避難すればよいか知っていますか？
　・避難先市区町村のハザードマップを確認しましょう
　・避難所まで自力で移動できるか確認しましたか？
　・家族との安否情報の連絡方法の確認と集合場所を決めておきましょう
　・発災時には、避難先市区町村からの災害情報を確認しましょう
　・障がい者や要介護者などの方が家族にいる場合、どうすればよいか知っていますか？

＊ 発災時に避難先市区町村の「共助」による支援を受けるためには、避難先市区町村で
の「避難行動要支援者名簿」への登録について相談が必要です。

　昨年の令和元年東日本台風（台風第１９号）や今年の７月豪雨など、全国的な災害が毎年のよ
うに発生しています。
　これから台風シーズンを迎え、私たち一人ひとりが日頃からできる備えや災害時の行動をシ
ミュレーションしておくことは重要です。
　災害はいつ、どこで起きるか誰にもわかりません。日頃から災害の発生に備えた心構えと準備
が必要な持ち物などのヒントをお届けします。

災害への備えは「自助・共助・公助」からできている

いざという時のために、確認しておきましょう

これまでの教訓や経験を活かして、できることから備えていきましょう

【災害対策についての問い合わせ先】

【障がい者や要介護者の方の発災時の支援についての相談先】

双葉町いわき事務所　住民生活課

健康福祉課

☎０２４６－８４－５２０６

☎０２４６－８４－５２０５
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防災バックは準備していますか？

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

２０２０年度　全国統一防火標語
【その火事を　防ぐあなたに　金メダル】

仏壇やお墓などで使う、ろうそく・線香が不注意により火災になることがあります。
次のポイントに注意し火災を防ぎましょう！

毎年のように自然災害に見舞われている日本において、
災害への備えは必要不可欠です。

次のリストを参考に、家族構成に合わせて準備しましょう。

❶ ろうそくの火を点けたままその場を離れない。ポイントを

　押さえ
よう！

❷ ろうそくや線香などから供花や供物を十分に離す。

❸ 火をつけた時は、衣類などに燃え移らないように注意する。

❹ 電気式の盆提灯などは定期的に配線等の点検をする。

❺ 万一に備え、消火器や水の入ったバケツなどを準備しておくこと。

□ 水（１人１日３リットルが目安）
□ 食料品
□ 雨具・防寒具
□ 毛布
□ マスク
□ 軍手
□ ビニール袋
□ 救急セット（常備薬、絆創膏など）
□ ティッシュペーパー
□ トイレットペーパー
□ 除菌ウェットティッシュ
□ 使い捨てカイロ

□ 貴重品（預金通帳、印鑑、保険証、現金など）
□ ライター・マッチ
□ 簡易トイレ
□ 乾電池
□ 懐中電灯
□ 地図
□ 衣服
□ 携帯ラジオ
□ 歯ブラシ・歯磨き粉
□ 生理用品
□ 粉ミルク・離乳食
□ おむつ・お尻ふき

お彼岸により火を使用する機会が増えてきます！
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　国は自殺対策の指針となる「自殺総合対策大綱」の中で、毎年９月１０日～１６日まで
の１週間を自殺予防週間としています。　
　今年は新型コロナウイルス感染症などのこともあり、不安に思うこと、ストレスを感じ
ている方もいると思います。新型コロナウイルス感染症の拡大は健康問題にとどまらず、
経済・生活問題、健康面や経済的な面での不安が続くことで生活困窮の問題の増加などが
予測されます。これらのことは、自殺リスクになると予想されます。
　不安や心配事は、自分だけで抱え込まず、身近な友人や家族、専門家へ相談しましょう。
周囲の人達、特に子ども等の小さな変化にも目を向けてみましょう。

健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５【問い合わせ先】

毎年毎年９月１０１０日からの日からの１週間は自殺予防週間です週間は自殺予防週間です

ふくしま心のケアセンターふくしま心のケアセンター

被災者相談ダイヤル「ふくここライン」
フリーダイヤル開設しました！フリーダイヤル開設しました！

　東日本大震災で被災された方を対象とした心のケアに関する電話相談

に応じている「ふくここライン」は令和 2 年 2 月 1 日よりフリーダイ

ヤル化されました。専門の相談員がお話を伺いますので、お気軽にご相

談ください。

平日：午前９時～正午、

　　　午後1時～午後5時☎ ０１２０－７８３－２９５

ふくしま心のケアセンター

毎年９月１０日からの１週間は自殺予防週間です

被災者相談ダイヤル「ふくここライン」
フリーダイヤル開設しました！

　台風１９号により被害を受けられた方が「自然災害被災者債務整理ガイドライン」を
利用することにより、住宅ローンなどの免除・減額を申し出ることができます。

※被災状況、生活状況などの個別事情により異なります。

ガイドラインを利用するメリット

詳しくは、ローン借入先の金融機関等にお問い合わせください。

自然災害被災者債務整理ガイドラインについて自然災害被災者債務整理ガイドラインについて
～ 東北財務局福島財務事務所からのご案内  東北財務局福島財務事務所からのご案内 ～

　※債務の免除等には、一定の要件を満たすことや借入先の同意が必要となります。

財産の一部を手元に残せます。１

弁護士等の登録支援専門家により手続支援が無料で受けられます。２
債務整理したことは個人信用情報として登録されません。３

自然災害被災者債務整理ガイドラインについて
～ 東北財務局福島財務事務所からのご案内 ～
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双葉町社会福祉協議会

●社協サロン

●健康運動教室

～ ９月　健康運動教室・サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、
事前申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第１、３木曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 14:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター２階研修室
（福島市仁井田八ツ割川原 3）

 9月15日（火）

　地域包括支援センターは、市町村が設置主体となり、社会福祉士・主任介護支援専
門員等を配置して、地域の皆さまの健康維持や生活の安定のための相談などに応じる
機関です。
　地域の病院や介護サービス事業所等の関係機関や町民の皆さまの
避難先地域包括支援センターと連携し、生活支援を行っています。

　地域の高齢者やご家族が安心して暮らすための相談を受けます。介護に関する相談
や悩み以外にも、健康や生活に関することなど、どのような相談にも対応します。
　「どこに相談すればよいのかわからない」といった悩みも、まずは地域包括支援セ
ンターにお気軽にご相談ください。

　双葉町地域包括支援センター　　　☎ ０２４６－８４－６７２９

　双葉町いわき事務所　健康福祉課　☎ ０２４６－８４－５２０５
（いわき市勿来町酒井青柳１４－５　双葉町サポートセンターひだまり内）

（月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５）
【問い合わせ先】

地域包括支援センターをご存じですか？* * * * * *

地域包括支援センターの主な業務は総合相談です

広報ふたば令和２年８月号１７ページ（ふるさと絆通信）の記載に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

正 民生・児童委員… 誤 児童民生委員…

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

9月　8日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291
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　公証制度は、公証人が、大切な遺言・契約の公正証書の作成、確定日付の付与、私文書
の認証など、国の公証に関する事務を取り扱う制度です。公正証書に書かれている内容は、
裁判その他の面で、高い証拠力が与えられます。また、公正証書には「執行力」があり、
金銭に関わる契約で相手が約束に反して金銭の支払いをしなかった場合、裁判抜きで相手
の財産に対し強制執行ができます。
　遺産相続、任意後見契約、金銭貸借、不動産貸借、離婚に際しての慰謝料、養育費など
の問題は、後々にもめごとを引き起こしがちです。そんなとき遺言や当事者間の取り決め
を公正証書にしておけば、トラブルを防止し、権利や財産を守ることができます。
　相談は無料です。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】　いわき公証役場　☎ ０２４６－２３－４０６６

１０１０月１日から日から７日は「公証週間」です日は「公証週間」です

　令和２年度において、還暦祝いを兼ね同級会を開催する予定でありましたが、新型
コロナウイルス感染症拡大防止及び皆さまの安全確保を図るため、今年度は中止とい
たします。
　次回開催については、状況を鑑みたうえで判断したいと思います。
　また、次回は、還暦祝いを兼ねた同級会とはいきませんが、還暦を過ぎても同級生
との語らいは大きな楽しみです。ぜひとも、次回の同級会には笑顔で再会できますよ
う、皆さまにはご自愛くださるようお願いします。

【幹　事】 ☎０９０－９６３６－１２３６ ☎０９０－２９８６－６１２７渡辺　浩美
山本　眞理子、小野田　睦子

鈴木　健一

双葉中学校「昭和５０年度卒業生」の皆さんへ
同級会及び還暦祝いの中止について

主唱：福島県、福島県交通対策協議会

運動の重点
①  子どもを始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保
② 高齢運転者等の安全運転の励行
③  夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止

運動期間 ・令和２年９月２１日（月）から９月３０日（水）までの１０日間
・交通事故死ゼロを目指す日　９月３０日（水）

運動のスローガン

夕暮れの　一番星は　反射材
年間スローガン

みんながね　ルール守れば　ほら笑顔

令和２年　秋の全国交通安全運動▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲

１０月１日から７日は「公証週間」です
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

◇中間貯蔵工事情報センターについて

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

９月１９日（土）～９月２３日（水）は輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
９月は、２５日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事
業株式会社）のＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet .co. jp/interim/operat ion/monitoring.html

◇輸送について

※８月７日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２０年度は、３９８,００４㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は2,319,647㎥）

【問い合わせ・資料請求先】
福島県立テクノアカデミー浜 〒９７５－００３６　南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１１２

学生募集担当　佐久間まで ☎０２４４－２６－１５５５

県立テクノアカデミー浜　入学生募集
福島県立テクノアカデミー浜（南相馬市原町区）では、令和３年４月入学生を募集します。

● 試験日程（推薦入学試験）

● その他

▽ 出願期間：
▽ 試　験　日：
▽ 合格発表：

● 試験内容
▽ 提出された推薦書及び調査書等に基づく書類選考
▽ 面接試験

推薦の出願要件等、学生募集要項をお読みいただき、ご不明な点がありましたら、
お気軽にお問い合わせください。見学についてもご相談ください。

● 対象者
▽ 高等学校卒業の方、および卒業見込みの方※
※中等教育学校＝中高一貫校を含む

令和２年　９月２３日（水）～ １０月２日（金）最終日正午必着
令和２年１０月　９日（金）
令和２年１０月１５日（木）

● 学科定員（推薦入学試験では学科定員の７割程度を募集します）
▽ 短期大学校：
▽ 能力開発校：

ロボット・環境エネルギーシステム学科（２０名）
機械技術科（１５名）、自動車整備科（２０名）、建築科（１５名）
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厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

①　９月２８日（月） １２:００～１４:００
②１０月　６日（火） １５:００～１７:００

９月１５日（火） 締切
９月１５日（火） 締切

● 日　　時 …

９月１８日（金）　【第１部】１０：３０ ～ １２：００　【第２部】１３：３０ ～ １５：００● 日　時 …

１０月９日（金）　１３：００ ～ １５：００● 日　時 …

各２０名程度● 定　　員 …

各部１００名● 定　員 …

１００名● 定　員 …

● 締　切 … ９月１０日（木）

● 締　切 … １０月１日（木）

● 参加形式 … オンラインサービス「ＺＯＯＭ」使用

● 会　場 …ビッグパレットふくしま（郡山市南２丁目５２番地）

● 会　場 …Ｊヴィレッジ 全天候型練習場（双葉郡楢葉町山田岡美シ森 8）

【個人申込型】コミュニケーション能力講座 

【求職者向け】行くしかない！！　合同就職面接

　就職活動のアピールに役立つ講座をオンラインで学んでみませんか？
　元気で前向きになれる言葉の魔法『ペップトーク』と、自分の弱みを強みへ変換す
る技を身につけ、新たな伝え方を発見！新しいコミュニケーション術で就職を勝ち
取ろう！

【予約優先制・参加無料・履歴書不要】
　実は面接会が就職への近道♪　求人票には載っていない魅力が聞ける！

郡山会場

広野・楢葉会場

【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

※各会場において感染症予防対策を講じて開催します

※予約は下記までお電話ください
※出展企業や参加の詳細はホームページでご覧ください

※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します
※受講料、テキスト代無料
※雇用保険受給者へ参加証明書を発行します
※企業申込型もあり

ホームページ 働きたいネット で検索

共通事項
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

堀
ほりうち

内　海
か い

維 7月 13日 翔太・セリ 郡　山

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

志賀　良子 ８２ 7月　2日 鴻　草

梅田　　樹　 ２４ 7月 13日 下　条

人のうごき７月分 避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。
※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知な
どの郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ

広報紙の発送について

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和２年 7月31日現在） ・福島県内に避難されている方 4,026人
2,792人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

里
謡
・
智
恵
子
愛
し
た　

安
達
太
良
山
を

日
ご
と
眺
め
る　

避
難
の
地

短
歌
・
朝
散
歩　

風
吹
き
抜
け
る　

田
ん
ぼ
道

農
家
安あ

ん

ど堵
の　

稲
穂
波
か
な

俳
句
・
新し

ん
ま
い米

で　

お
は
ぎ
作
っ
て　

秋
彼
岸

　
　

・
新こ

め米
届
く　

光
る
旨う

ま

み
と　

友
の
顔

川
柳
・
不
揃
い
の　

茶
碗
が
似
合
う　

避
災
者
に

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

※相談料は無料です。秘密は厳守します。（予約不要）

専用電話番号：０１２０－５６７－３０１
　　　　　　　（当日のみの専用（臨時）の番号です）

司法書士による手続
支援のための養育費電話相談会
全国一斉

福島県司法書士会・福島県青年司法書士
協議会からのお知らせ

　寄稿してくださる方には、原稿用紙をお送

りします。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：
※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】　

hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

丑

令和３年１月号

３００字程度　
　 １１月３０日（月）

丑　　　　 　（ウシウシ）年生まれの年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんかの抱負を掲載しませんか

　　 　（ウシ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんか

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

【問い合わせ先】   ☎０２４－９０７－０６２２

日 時：令和２年９月１２日（土）午前１０時から午後４時
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全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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「
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
」
の
連
続
か
ら

　

那
覇
市
内
の
街
中
で
育
ち
、
二
十
歳
代
半
ば
で

結
婚
し
千
葉
県
内
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
私

が
沖
縄
を
離
れ
た
頃
、
ま
だ
日
本
に
返
還
さ
れ
た

ば
か
り
で
、
交
通
な
ど
多
く
の
社
会
ル
ー
ル
が
ア

メ
リ
カ
式
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
活
の

基
本
的
な
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
な

ど
、
多
く
の
こ
と
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

32
歳
で
夫
の
出
身
地
・
双
葉
町
へ
移
り
ま
し
た

が
、
千
葉
と
も
異
な
る
風
土
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
胸
を
借
り
る
よ

う
な
気
持
ち
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
震
災
ま
で
の
約
30
年
で
、
す
っ
か
り
「
双
葉

の
人
」
に
な
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
が
い
」
を
求
め
て

　

震
災
直
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
表
面
上
の
生
活

再
建
は
進
ん
だ
も
の
の
、
心
の
ど
こ
か
に
穴
が
開
い

て
い
る
よ
う
な
感
じ
の
ま
ま
で
し
た
。
原
発
事
故
前

に
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
が
、
時

計
を
巻
き
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
中
、

こ
の
ぶ
ど
う
園
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

双
葉
町
で
は
土
建
業
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
た

と
は
い
え
、ぶ
ど
う
栽
培
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

先
輩
生
産
者
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
が
、
梯
子
を
外
さ
れ
何
も
で
き
な

い
日
々
か
ら
開
放
さ
れ
、
日
々
落
ち
込
ん
で
い
く

気
持
ち
や
悪
く
な
っ
て
い
く
体
調
は
、
み
る
み
る

良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ぶ
ど
う
園
を
始
め
て
、
間
も
な
く
10
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
私
が
後
期
高
齢
を
迎
え
る
頃
に
は
、

引
退
し
て
、
ど
な
た
か
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
故
郷
の
繋
が
り
」「
心
の
復
興
」
に
向
け
て

　

平
成
30
年
９
月
、
故
郷
ゆ
か
り
の
演
歌
歌
手
・

木
村
友
衛
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
７
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
数
百
人
の
皆
さ
ん
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
双
葉
町
民
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
久
々
の
再
会
を
喜
び
合
う
方
々

の
姿
を
目
に
し
て
、
今
後
も
当
園
が
皆
さ
ん
の
心

を
和
ま
せ
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
残
暑
が
続

い
て
い
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
、い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
も
避

け
ら
れ
、
郊
外
で
景
色
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
９
月
下

旬
ま
で
、
新
鮮
で
様
々
な
品
種
の
ぶ
ど
う
を
楽
し
め
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〒９６３－１３０３  郡山市熱海町玉川字青木葉平
熱海ぶどう園

電　話　０２４（９８４）３０１０
ＦＡＸ　０２４（９８４）１０７２
携　帯　０９０（７７９３）６５２７

電話・ＦＡＸでのご用命や発送も承ります

●避難先●
　福島県郡山市

（山田）

佐々木  米子さん
ささき             よねこ
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今
月
の
表
紙
は
、
４
月
に
設
立
さ
れ
た
「
上
羽
鳥
地
区
農
地
保
全
管
理
実
行
組
合
」

「
下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
農
地
保
全
管
理
組
合
」
の
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
操
作
講
習
や
草

刈
り
な
ど
の
活
動
の
場
面
で
す
。

　

相
双
地
区
で
は
７
月
末
ま
で
雨
の
降
る
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
上
羽
鳥
地
区
の
取

－ 

編
集
後
記 

－

材
に
伺
っ
た
８
月
２
日
に
は
梅
雨
が
明
け
、
久
し
ぶ
り
に
青

空
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
ら
し
く
強
い
日
差
し
が

照
り
付
け
ま
し
た
が
、農
地
に
は
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
周
り
を
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う
姿
に
涼
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
の
取
材
に
伺
っ
た
日
に
は
、
組
合
の

皆
さ
ん
が
昼
食
時
に
ス
イ
カ
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
し
て
い
る

と
、
賑
や
か
な
声
に
誘
わ
れ
た
キ
ツ
ネ
が
現
れ
、
し
ば
ら
く

皆
さ
ん
の
周
り
を
離
れ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
る
さ

と
の
農
地
保
全
管
理
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
姿
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
情
報
紙
ふ
た
ば
の
わ
で
も
特
集
し
て
い
ま
す
。

24令和２年９月広報ふたば

双葉町役場コミュニティーセンター
連絡所を訪れた、丹野幸男さん（郡山）
の笑顔です。


